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内容の要旨および審査の結果の要旨
インスリン依存性糖尿病（IDＤＭ）は高頻度に自己免疫性内分泌疾患ブ特に慢性甲状腺炎（CT）を合
併することが指摘されているがが両者の合併機序に関しては,,今日なお一定の見解が得られていない。一
方，近年糖尿病の病因に関する因子として臓器特異抗体である抗膵島細胞膜抗体isletcellsurface
antibodies（ICSA）の存在が注目されている。そこで著者はICSAの該当抗原が膵島β細胞膜のみなら
ず甲状腺濾胞上皮細胞膜にも存在する可能性を検討し，糖尿病とCTの合併に関わる免疫学的機序を明ら
かにしようとした。
［方法，結果］(1)血中抗細胞膜抗体の検出は，ハムスターインスリノーマ細胞（In-111）あるいはヒト
甲状腺乳頭腺癌由来TPC－１細胞を標的細胞とするBiotin-Avidin（B-A）法を用いる間接蛍光抗体法にて
行った。その結果，糖尿病，ＣＴなど計141例の被検患者中17例でICSAが検出された。その中の10症例
〔IDDＭ１，非インスリン依存性糖尿病（NIDDM)３，ＣＴ３，NIDDMとCT合併3例〕の血清より硫安
塩析法で得た免疫グロブリンを用い，TPC－１細胞を標的細胞としB-A法を行ったところ５例で陽性蛍光
を認めた。この免疫グロブリンをIn-111細胞で吸収すると全例陰性化した。この事実は，1,-111細胞と
TPC－１細胞にはICSAに対する共通抗原が存在することを示唆している。(2)次に，これら10例のICSAの
該当抗原を免疫沈降法を用い検討した。即ち，In-111細胞と正常甲状腺濾胞上皮細胞の細胞膜成分をクロ
ラミンＴ法にて'251-Naで標識し，SDS-PAGE後，オートラジオグラフィーで分析した。その結果，In-
111細胞膜成分を用いると，該当抗原として64kD蛋白が10例中７例で見出された。正常甲状腺漁胞上皮細
胞膜を用いた場合，やはり64kD蛋白が10例中４例で検出されたが，正常肝細胞膜には全く検出されなかっ
た。BSA加培養液中の培養細胞を用いた間接蛍光抗体法と免疫沈降法においては，患者血清中の抗BSA
抗体の存在がこれら判定に影響を与える可能性がある。この点に検討を加えた結果，一部の症例で抗BSA
抗体が存在した。しかし，BSAを認識せず，In-111細胞と正常甲状腺慮胞上皮細胞の両者の64kＤ蛋白を
認識するICSAが，NIDDMとCT合併の１症例で検出された。以上の結果から
［結論］膵島β細胞および甲状腺櫨胞上皮細胞にはICSA対応抗原が存在し，本抗原は免疫学的に同一，
または類似した性状をもっと考えられた。この知見は，ＤＭとＣＴ合併の自己免疫学的機序に－つの説明
を与えるものと思われる。
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